別紙（業績書作成の標準例）
業　　績　　書

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日　平成　　年　　月　　日生）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和９年(2027年)４月１日現在　　　歳）
１　履歴書　※１

２　最終学歴の卒業証明書又は修了証明書　※２

３　成績書【学部、博士前期課程（修士課程）、博士後期課程（博士課程）】※３

４　最終学歴の学位論文のテーマ及び概要（別紙様式１）
（※４　併せて学位論文を原則PDFファイルで提出すること。）

５　学術論文・著書等のリスト（別紙様式２）
　（※４　併せて主要３編以内を原則PDFファイルで提出すること。）

６　学会発表のリスト（別紙様式３）

７　特許・発明・製品開発等に関する事項
	事項名（特許名、特許番号等を記載）
	発表時期、所属機関、開発メンバー等
	概要（主な内容及び開発に当たっての役割等について記載）

	適宜枠を延長して記入してください

	
	





８　受賞・表彰に関する事項
	受賞（表彰）名及び受賞（表彰）機関
	受賞（表彰）の対象となった業績

	適宜枠を延長して記入してください

	





９　専門分野従事に関する事項
	従事機関及び期間
	従事内容
	産業技術センター業務内容との関係

	

	適宜枠を延長して記入してください

	



10　取得資格等
	取得資格名
	取得時期、取得機関、
取得時の所属
	取得資格の特徴

	

	適宜枠を延長して記入してください

	



11　国内、国外の研修等（専門分野に関するものに限る）
	研修名
	研修期間・研修機関
	研修目的

	

	適宜枠を延長して記入してください

	



12　現在の職務内容
（１）所属
（２）業務内容

13　熊本県研究職員志望に当たっての抱負等
　　　　　　　　　　　　　　　　　※500字以内で様式は問わない。
志望の動機・理由、その他抱負等

＜各項目共通＞
　提出部数は１部です。提出する資料は、すべて片面に印刷してください。また、提出書類の作成は、原則としてＡ４判にて作成・編綴してください。
＜各項目の留意点＞
※１　履歴書の様式に指定はありません。
※２　原本を添付してください。
　　　在学中の場合は、修了見込み証明書または在学証明書等を提出すること。
※３　原本を提出してください。
※４　４及び５のPDFファイルはそれぞれCD-R又はDVD-Rに保存して提出してください。提出するCD-R等の表面にマジックで氏名と内容（「最終学歴の学位論文」、「主要論文・著書」のいずれか）を記入してください。
PDFファイルでの提出が困難な場合は別刷り又は写しの提出も可とします。






（別紙様式１）４関係
最終学歴の学位論文のテーマ及び概要
	最終学歴の学位論文のテーマ
	概要（200文字程度）

	









	




（※４　併せて学位論文を原則PDFファイルで提出すること。）


（別紙様式２）５関係
	タイトル
	著者名
（全員を記載すること）
	雑誌名
（号巻、ページ、発行年も記載）

	（学術論文）
１．

（著書）
１．








適宜枠を延長して記入してください































	提出時は消去すること
記載例（日本語の場合）
熊本花子、東町太郎、健軍次郎

記載例（英語の場合）
H. Kumamoto, T. Higashimachi, J. Kengun

	提出時は消去すること
記載例（日本語の場合）
日本◯◯協会誌、100巻15号5-10頁2025年

記載例（英語の場合）
J. Anal. Sci., Vol. 100, No. 15, pp. 5-10 (2025)

記載例（投稿中の場合）
日本◯◯協会誌、投稿中
※投稿中の場合は、投稿完了メールの写しなど投稿中であることが確認できる資料を提出すること。



学術論文・著書等のリスト
　（※４　併せて主要３編以内を原則PDFファイルで提出すること。）
（別紙様式３）６関係
学会発表のリスト
	タイトル
	著者名
（全員を記載すること）
	発表学会名
（発表年月、開催地、口頭・ポスター発表の区分も記載）

	１．









































	適宜枠を延長して記入してください
提出時は消去すること
記載例（日本語の場合）
熊本花子、東町太郎、健軍次郎

記載例（英語の場合）
H. Kumamoto, T. Higashimachi, J. Kengun

	提出時は消去すること
記載例（日本語の場合）
日本◯◯学会第100回年次大会、2025年4月熊本（ポスター）

記載例（英語の場合）
International Conference on Functional Food Science, San Francisco, USA, 2025.4（口頭）







